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【背景］

プラスミド性を有するカノレパペネマーゼ遺伝子は世界中で、分離されており、中でもカノレパベネマー

ゼを産生する腸内細菌科は、世界中で深刻な公衆衛生上の脅威となっている。

［目的】

腸内細菌科に属する肺炎梓菌は、多くがカルパベネマーゼを産生し、高病原性を示すことがある。

世界ではカルパペネム耐性高病原性肺炎梓菌が報告されているが、本邦での報告は少ない。本研究

では、本邦で分離されたカルパベネマーゼ産生肺炎梓菌の分子遺伝学的解析を行い、その特徴を明

らかにすることを目的とする。

【方法】

全国の医療機関37 施設より分離されたカルパベネマーゼ産生肺炎梓菌104 株を対象とした。カルパ

ベネマーゼと CTX-M 型。ーラクタマーゼについてPCR とDNA シークエンシングにより型別した。薬剤感

受性（MIC ）はCLSI 法に基づき寒天平板希釈法で測定した。プラスミドの特性について、接合伝達

実験と不和合性型別を行った。ST 型、血清型、病原遺伝子 （rmpA, rmpA2, iroN, iutA ）について

は特異的プライマーを用いたPCR により決定した。

［結果】

耐性遺伝子は、 IMP-1 が21 株、 IMP-6 が83 株で、あった。 IMP-1 産生株はいずれもCTX-M 型遺伝子を保有

していなかったが、 IMP-6 産生株はその多く（72 /83 株）がCTX-M-2 も保有していた。IPM とMEPM の感性

率はそれぞれ100 弘と 75%であった。接合伝達実験ではIMP-1 は42.9 出（9/21 株）が耐性遺伝子を伝達し

たのに対し、 IMP-6 は91. 6出（76 /83 ）が伝達された。不和合性型別では、 88 .5%(92 /104 株）がIncN を保

有していた。ST 型については28 株がCG258, ST23, 65, 86 に型別され、血清型についてはKl が4株、

胞が28 株で、あった。病原遺伝子は41 株で検出された。

｛結語｝

今回解析したカルパベネマーゼ産生肺炎梓菌は全てIMP 型を保有していた。特にIMP-6 は高頻度で伝

達可能であり多様なST 型が検出されたことからプラスミドによる拡散が示唆された。また、病原遺

伝子を保有する株も検出され、本邦でのカルパベネム耐性高病原性肺炎梓菌の出現が示唆された。


